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いせはらしし べっぺん しゃじ

♯ 伊勢原市史 別編 社寺

作者：伊勢原市史編集委員会（いせはらししへんしゅういい

んかい）

刊行：平成 年（ ）

♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢

 解題

■ 内容

『伊勢原市史 別編 社寺』は、すでに

資料編として刊行されている「大山編」「続

大山編」に続くものとして刊行された。「資

料編」、「大山通史編」、「社寺通史編」の３

部構成となっており、江戸時代から近代に

かけての伊勢原市域に限定した神社・寺院

の史料が掲載されている。「資料編」、「社寺

通史編」は、大山に係る部分を除いた市域

の社寺の史料と通史についてまとめられた

ものであり、「大山通史編」は、大山に限定

した通史で、大山に関する史料については、『伊勢原市史 資料編 大山』、

『伊勢原市史 資料編 続大山』が対応するものとなる。

「大山通史編」は、「大山御師の成立と系譜」、「大山御師と大山講」、「大

山不動霊験記にみる大山信仰」、「幕末の大山」、「明治以降の大山」の５章

で構成されている。

霊場としての大山のはじまりは、江戸時代からであるが、慶長 年（ ）

に徳川家康によって出されたとされる掟書が、それまでの大山の状況を一

変させ、以降の大山の基本的な体制を作っていく。この掟書によって、結

界（妻帯しない清僧のみが居住を許される聖域）が設けられたことにより、

清僧以外の宗教者たちは下山を命じられることとなる。この下山した宗教
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者たちが、後に大山御師という固有の存在となっていく。また、天明の時

代になると、江戸の多くの民衆が大山参詣を講的な集団として行うように

なり、大山講と称されるようになる。

当館以外に国立国会図書館、東京都立中央図書館、横浜国立大学附属図

書館、横浜市立大学学術情報センター、横浜市図書館、伊勢原市立図書館

をはじめとする県内公共図書館で所蔵が確認できる。

■ 作者

『伊勢原市史 別編 社寺』は、伊勢原市史編集委員会で大山・社寺部

門担当の圭室文雄専門員が監修にあたり、同専門員と松岡俊専門補助員が

分担執筆・校正をしたものである。

圭室文雄は、執筆当時、明治大学商学部の教授であり、主な著書に『江

戸幕府の宗教統制』、『神仏分離』がある。

松岡俊は、平成 年現在、産業能率大学情報マネジメント学部の教授で、

伊勢原市史の編纂のほか、寒川町史の編纂にも携わっている。主な著書に、

『江戸の参詣講』がある。
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